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第 4回八女市農業委員会総会議事録

１．開催日時 令和５年４月６日（木）午後２時００分から午後３時２０分

２．開催場所 立花市民センター

３．出席農業委員（２１名）

１番 月足 靖彦 ２番 鵜木 利通 ３番 松尾 健一

４番 牛嶋 徹也 ６番 角 秀次 ７番 馬場 康浩

８番 大坪知美子 ９番 中島 秀徳 １０番 仁田原一太

１２番 入江 保生 １３番 高山 和典 １４番 今村 嗣範

１６番 古賀 則夫 １７番 江﨑 潔 １８番 中村 善徳

１９番 茅島 澄雄 ２０番 中村 輝義 ２１番 田村 一彦

２２番 三宅 覚 ２３番 池尻 律芳 ２４番 國武 覚

４．出席最適化推進委員（１２名）

２番 橋爪 寿賀夫 ７番 隈本 俊光 ９番 末石 敏和

１６番 延 和洋 １７番 井上 健吾 ２１番 一ノ瀬 健次

３１番 水本 敏明 ３４番 森 義則 ３５番 古庄 秀司

３７番 平 和宣 ４１番 栗原 英喜 ４４番 末﨑 博利

５．欠席委員 農業委員（３名）

５番 小川 哲郎 １１番 稲葉 初男 １５番 増永 勝広

６．欠席委員 最適化推進委員（３名）

１１番 牧口 武 ２３番 加藤 龍一 ２７番 仁田原 政美

７．議事日程

第１ 会議の成立

第２ 議事録署名委員の指名

第３ 議案の上程

第４ 議案の審議

報告第 １７号 農業委員会等に関する法律第２６条第３項の規定に基づく職員

の任命について

議案第 １８号 八女市農業振興地域整備計画の変更に係る意見照会について

報告第 ６号 農地法第１８条第６項の規定による通知の報告について

議案第 １９号 農地法第３条の規定による許可処分の取消願の処理について

議案第 ２０号 農地法第３条の規定による許可申請書の処理について

議案第 ２１号 農業経営基盤強化促進法の規定による農用地利用集積計画の決
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定の処理について

報告第 ７号 農地法施行規則第２９条の規定による報告について

議案第 ２２号 農地法第４条の規定による許可申請書の処理について

議案第 ２３号 農地法第５条の規定による許可申請書の処理について

議案第 ２４号 農地法第３条第１項に係る標準処理期間の設定について

議案第 ２５号 令和５年度最適化活動の目標の設定等について

８．農業委員会事務局職員

局長 松藤 洋治 次長 平島 聡 書記 樋口 昌伸 書記 西原 佑

美 黒木支所 渡部 真弓 森松 和久 立花支所 井上 良徳 木下 瑠璃

花 上陽支所 松尾 誠 近藤 大生 星野支所 橋本 祐助 山口 輝信

矢部支所 小柳 徹郎

９．会議の概要（発言の内容については、その要旨を記載しており、個人情報に

関係すると思われる部分等については削除しています。）

議 長

議 長

みなさまこんにちは。いよいよこの八女市では新茶のシーズンを迎

えるようになって参りました。今日は雨天でありますけれども本日は

大変お忙しいなかに令和５年度第４回農業委員会総会を開催いたしま

したところ委員各位には大変お忙しい中にご参集くださいまして誠に

ありがとうございました。ただ今より農業委員会総会を開会いたしま

す。

（ 議 長 着 席 ）

日程 第１・会議の成立

只今の出席委員の数は農業委員 ２１名 、

農地利用最適化推進委員 １２名 であります。

会議規則第６条の規定により、本日の会議は成立いたしました。

日程 第２・議事録署名委員の指名を行います。

議事録署名委員は、会議規則第１６条第２項の規定により、２１番

田村一彦委員、２２番三宅覚委員を本日の会議の議事録署名委員に指

名したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（ 異議なしの声あり ）
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議 長

議 長

議 長

事務局

議 長

議 長

議 長

議 長

異議がありませんので、そのように決定いたしました。

日程 第３・議案の上程を行います。

事務局より案件の朗読をお願いします。

（ 案件朗読 ）

事務局朗読のとおり、報告２件・議案２件を一括議題といたします。

１ページをお願いします。

報告第１７号、農業委員会等に関する法律第２６条第３項の規定に

基づく職員の任免について、事務局より説明をお願いします。

議案第１７号農業委員会に関する法律第２６条第３項の規定に基づ

く職員の任免についてご説明いたします。１ページをお願いします。

令和５年３月３１日付で大久保南那瀬を４月１日付で小川博人ほか６

名を免じております。２ページをお願いします。令和５年４月１日付

で井上良徳ほか８名を任じております。以上でございます。

事務局の説明が終わりました。質疑を行います。

質疑を終結します。質疑を終結し採決いたします。

ご異議ありませんか。

( 異議なしの声あり )

異議がありませんので原案の通り決定いたしました。

ここで議事を一旦中断しますので新しく事務を担当する方々に就任の

挨拶をお願いします。

( 就任の挨拶 )

議事に戻ります。３ページをお願いします。

議案第１８号八女市農業振興地域整備計画の変更に係る意見照会に

ついて八女市農業振興課より説明をお願いします。
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農業振興

課

こんにちは。農業振興課の中嶋といいます。よろしくお願いします。

制度について簡単にではありますが概要を説明させていただきま

す。

この制度については、優良な集団的農地を守るため、今後１０年以

上にわたり優良農地として確保するものです。

そのため、通常、農地に家を建てたりする場合には農業委員会に許

可申請を行いますが、農振農用地となっている土地については、その

前段で農振農用地からの除外手続きが必要となっております。

また、逆に農振農用地になっている土地については、農業上の各種

補助事業が受けられるため、農振農用地にするための編入手続きがご

ざいます。なお、農振除外の手続きにつきましては５点要項がござい

まして

農用地等以外に用途を供することが必要かつ適当であり、他の土地

で代えることが困難なこと

農用地の集団化、農作業の効率化及び土地の農業上の効率的かつ総

合的な利用に支障がないこと

担い手の農用地利用集積に支障を及ぼす恐れがないと認められるこ

と

農用地区域内の土地改良施設の機能に支障がないこと

農業基盤整備事業の工事が完了した年度の翌年度から起算して 8 年

を経過した土地であること

の５要件を満たしている必要があります。

また、現在旧八女市の一部の農地が対象になりますが、国営施設

機能保全事業の受益地となる農地については農業振興地域の整備に関

する法律施行規則第 4条の 4第 1項に基づく 27号振興計画を策定する

必要があり、「当該施設が農業上の効率的かつ総合的な利用の促進に

寄与すると認められる」と判断される施設のみ該当します。

八女市では 6月 1 日～7 月 15 日、12 月 1 日～1 月 15 日の年に 2回の

申請受付を行っておりまして、今回は 12 月 1 日～1 月 15 日に受付を行

ったものを3月 22日の農業振興地域整備促進協議会にて協議した案件

について意見照会を行うものです。

除外申請２３件、編入申請５件、用途区分の変更３件ございます

詳細については議案書４ページから１７ページのとおりです。
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議 長

議 長

事務局

議 長

よろしくお願いいたします。

農業振興課の説明が終わりました。質疑を行います。

質疑を終結します。質疑を終結し採決に入ります。

農業委員会は農業振興地から除外については、周辺の営農に影響が

ないよう、また編入については一層の農業振興に寄与いただくよう要

請し申し出の通り適当であると答申することにご異議はありません

か。

( 異議なしの声あり )

異議がありませんので適当であると答申いたします。

農業振興課これで退席されて結構です。

報告第６号農地法第１８条第６項の規定による通知の報告について

説明をお願いします。

はい。ご説明いたします。

農地法第１８条第６項の規定による通知の報告については１５件で

す。総合計については２４ページをご確認ください。

解約のあった土地６５筆のうち、田５２筆、畑１３筆、合計面積４

２，７１３，３４㎡です。それぞれ合意解約で離作措置条件等はあ

りません。添付書類も含め完備しておりましたので、会長専決によ

り、書類を受理致しました。以上でございます。

事務局の説明が終わりました。質疑を行います。

質疑を終結します。この案件は農業委員会に報告するものでありま

すので質疑に留め審議を終わります。

２５ページをお願いします。

議案第１９号農地法第３条の規定による許可処分の取消願について

この案件については１６番 古賀則夫委員は八女市農業委員会会議規

則の１１条の議事参与の制限に抵触する事案でありますので、席を下

げていただきますようお願いいたします。
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事務局

議 長

議 長

事務局

議 長

議 長

それでは事務局より説明をお願いいたします。

はい。ご説明いたします。申請地は、黒木町北木屋字赤坂３６２９

番７、登記・現況ともに畑、面積１，１９６㎡外１４筆、合計面積５，

５９５㎡です。譲渡人、黒木町本分の〇〇氏から譲受人、黒木町北木

屋の○○氏へ所有権移転贈与の申請があり令和５年３月７日に許可し

ていましたが、今回取消願の提出があった所存です。以上です。

説明が終わりました。質疑を行います。

質疑を終結します。質疑を終結し採決いたします。

ご異議ありませんか。

( 異議なしの声 )

異議がありませんので原案の通り決定いたしました。古賀則夫委員

は席にお戻りください。

２６ページをお願いします。

議案第２０号農地法第３条の規定による許可申請書の処理について

番号１番の説明をお願いします。

はい、１番についてご説明します。申請地、八女市平田字前四反田

５８３番１登記・現況ともに田、面積４９８㎡。譲渡人、八女市平田

○○氏の経営縮小と、譲受人、筑後市大字羽犬塚の○○氏の相手方の

要望ということでの所有権移転売買の申請です。以上でございます。

説明が終わりました。質疑を行います。

質疑を終結します。質疑を終結し採決いたします。

ご異議ありませんか。

( 異議なしの声あり )

異議がありませんので原案の通り決定いたしました。続いて番号２

番の説明をお願いします。
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事務局

議 長

議 長

事務局

議 長

事務局

２番についてご説明いたします。申請地、八女市黒木町湯辺田字鳥

越１番、登記・現況ともに田、面積４４１㎡。他４筆。合計面積２５

９５㎡。この土地を譲渡人、筑後市大字熊野の○○氏の農業廃止と譲

受人、黒木町湯辺田の○○氏の経営拡大による所有権移転売買の申請

です。以上です。

説明が終わりました。質疑を行います。

質疑を終結します。質疑を終結し採決いたします。

ご異議ありませんか。

（ 異議なしの声あり ）

異議がありませんので原案のとおり決定いたしました。

続いて番号３番の説明をお願いします。

３番についてご説明いたします。申請地、八女市黒木町本分字半下

１４３６番。登記・現況ともに田、面積１１４７㎡。この土地を譲渡

人、黒木町本分の○○氏の経営縮小と譲受人、黒木町北大渕の○○氏

の経営拡大による所有権移転売買の申請です。以上です。

説明が終わりました。質疑を行います。

質疑を終結します。質疑を終結し採決いたします。

ご異議ありませんか。

（ 異議なしの声あり ）

異議がありませんので原案のとおり決定いたしました。

続いて番号４番の説明をお願いします。

４番についてご説明いたします。申請地は八女市黒木町田本字水洗

２７１番地１、登記・現況ともに田、面積１１３０㎡。他１筆。合計

面積２０００㎡。この土地を譲渡人、黒木町田本の○○氏の経営縮小

と譲受人、黒木町本分の○○氏の経営拡大による所有権移転売買の申

請です。以上です。
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議 長

事務局

議 長

事務局

議 長

農業委員

１９番

説明が終わりました。質疑を行います。

質疑を終結します。質疑を終結し採決いたします。

ご異議ありませんか。

（ 異議なしの声あり ）

異議がありませんので原案のとおり決定いたしました

続いて番号５番の説明をお願いします。

５番についてご説明いたします。申請地、八女市黒木町本分字平松

１４４５番地１、登記・現況ともに田、面積５３６㎡。この土地を譲

渡人、八女市忠見の○○氏の経営縮小と譲受人、福岡市東区の○○氏

の経営拡大による所有権移転売買の申請です。以上です。

事務局の説明が終わりました。質疑を行います。

質疑を終結します。質疑を終結し採決いたします。

ご異議ありませんか。

（ 異議なしの声あり ）

異議がありませんので、原案のとおり決定いたしました。

続いて番号６番の説明をお願いします。

６番についてご説明いたします。申請地、八女市黒木町湯辺田字浦

畑８７番地１、登記・現況ともに田、面積７６１㎡。こちらの土地を、

譲渡人、八女市黒木町湯辺田の○○氏の経営縮小と、譲受人、八女市

黒木町湯辺田の○○氏の経営拡大による所有権移転売買の申請です。

以上でございます。

事務局の説明が終わりました。質疑を行います。

ちょっといいですか。ここで尋ねていいかどうか私も分かりません

が、この人は家を建てるために買ってあるのですよね。それで転用す

る場合に農業委員と区長さんと水利委員さんから印鑑をもらってある
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事務局

事務局

議 長

農業委員

１９番

議 長

事務局

議 長

のですよね。その時に農業委員会（事務局）は関係者に承諾を貰えと

いうような指導はしてあるのでしょうか。

この人貰わずにしてありましたから。区長さんと水利委員さんから

は印鑑は貰ったといってありましたけど。

これ、先は転用になるのです。だから指導をしてあるのかどうか。

こちらの案件については、３７ページにある通り農地転用になりま

す。

訂正します。農地転用に当たるのは分筆された残りの農地の部分で

あり、この案件は農地として利用されるための所有権移転の申請です。

また、事務局に申請書を提出される前には、本来適切ではないかもし

れませんが、慣例として地元農業委員に合議していただくようお願い

しています。

よろしいですか

はい

それでは、ほかに質疑はありますか。

なければ質疑を終結します。質疑を終結し採決いたします。

ご異議ありませんか。

( 異議なしの声あり )

異議がありませんので、原案のとおり決定いたしました。

続いて番号７番の説明をお願いします。

７番についてご説明いたします。申請地、立花町白木字大舞田３９

６番地、登記・現況ともに田、面積４９１㎡他５筆、合計面積２４３

７㎡。譲渡人、立花町白木の○○氏の経営縮小と譲受人、立花町白木

の○○氏の経営拡大による所有権移転売買の申請です。以上です。
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議 長

事務局

議 長

事務局

議 長

事務局の説明が終わりました。質疑を行います。

質疑を終結します。質疑を終結し採決いたします。

ご異議ありませんか。

( 異議なしの声あり )

異議がありませんので、原案のとおり決定いたしました。

続いて８番の説明をお願いします。

８番についてご説明いたします。

申請地、立花町北山字今小路５０８番地、登記・現況ともに田、面

積１６３０㎡。譲渡人、立花町北山の○○氏の経営縮小と譲受人、立

花町白木の○○氏の新規営農による所有権移転売買の申請です。なお

譲受人の○○氏はこれまで知人の水稲栽培や野菜栽培の手伝いをされ

てあり今回農地を取得することで、ご自身で米や野菜を栽培し出荷を

される予定です。なお、出荷先は JA を予定されております。以上です。

説明が終わりました。質疑を行います。

質疑を終結します。質疑を終結し採決いたします。

ご異議ありませんか。

( 異議なしの声あり )

異議がありませんので、原案のとおり決定いたしました。

続いて９番の説明をお願いします。

９番についてご説明いたします。申請地、立花町白木字神の原６６

４５番地１、登記・現況ともに畑、面積９３㎡。譲渡人、立花町山崎

の○○氏の経営縮小と譲受人、立花町白木の○○氏の新規営農による

所有権移転売買の申請です。新規営農の状況につきましては、８番の

通りでございます。以上です。

事務局の説明が終わりました。質疑を行います。

質疑を終結します。質疑を終結し採決いたします。

ご異議ありませんか。
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議 長

( 異議なしの声あり )

異議がありませんので、原案のとおり決定いたしました。

続いて１０番の説明をお願いします。

１０番についてご説明いたします。申請地、星野村字下ツル１１９

１４番地１、登記・現況ともに田、面積４４４㎡他２筆、合計面積７

５０㎡。譲渡人、久留米市津福本町の○○氏及び、福岡市東区の○○

氏の高齢による耕作困難と譲受人、星野村の○○氏の相手方の要望に

よる所有権移転売買の申請です。以上です。

事務局の説明が終わりました。質疑を行います。

質疑を終結します。質疑を終結し採決いたします。

ご異議ありませんか。

( 異議なしの声あり )

異議がありませんので、原案のとおり決定いたしました。

続いて１１番の説明をお願いします。

１１番についてご説明いたします。申請地、矢部村矢部字百枚田４

１８１番地１、登記・現況ともに田、面積２３２㎡他２筆、合計面積

７７８㎡。譲渡人、八女市矢部村の○○氏の経営縮小と譲受人、八女

市本町の○○氏の経営拡大による所有権移転売買の申請です。以上で

す。

事務局の説明が終わりました。質疑を行います。

質疑を終結します。質疑を終結し採決いたします。

ご異議ありませんか。

( 異議なしの声あり )

異議がありませんので、原案のとおり決定いたしました。

続いて１２番の説明をお願いします。
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１２番についてご説明いたします。申請地、八女市今福字南畠１０

８５番地、登記・現況ともに畑、面積１２５８㎡。譲渡人、八女市本

村の○○氏の経営縮小と譲受人、筑後市大字徳久の○○氏の経営拡大

による所有権移転売買の申請です。以上です。

事務局の説明が終わりました。質疑を行います。

質疑を終結します。質疑を終結し採決いたします。

ご異議ありませんか。

( 異議なしの声あり )

異議がありませんので、原案のとおり決定いたしました。

続いて１３番の説明をお願いします。

１３番についてご説明いたします。申請地、八女市上陽町北川内字

舟木３５１９番地、登記・現況ともに畑、面積１１７２㎡他２筆、合

計面積３９９７㎡。譲渡人、上陽町北川内の○○氏の経営縮小と譲受

人、上陽町北川内の○○氏の経営拡大による所有権移転贈与の申請で

す。以上です。

事務局の説明が終わりました。質疑を行います。

質疑を終結します。質疑を終結し採決いたします。

ご異議ありませんか。

( 異議なしの声あり )

異議がありませんので、原案のとおり決定いたしました。

続いて１４番の説明をお願いします。

１４番についてご説明いたします。申請地、黒木町今字玉来１５７

８番地３、登記は田・現況は畑、面積１５０㎡。譲渡人、黒木町今の

○○氏の経営縮小と譲受人、黒木町北木屋の○○氏の経営拡大による

所有権移転贈与の申請です。以上です。
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事務局の説明が終わりました。質疑を行います。

質疑を終結します。質疑を終結し採決いたします。

ご異議ありませんか。

( 異議なしの声あり )

異議がありませんので、原案のとおり決定いたしました。

続いて１５番の説明をお願いします。

１５番についてご説明いたします。申請地、黒木町木屋字北平２８

６番地１、登記・現況ともに畑、面積９０㎡他１２筆、合計面積４４

６５㎡。譲渡人、黒木町桑原の○○氏の経営縮小と譲受人、黒木町本

分の○○氏の新規営農による所有権移転贈与の申請です。譲受人であ

る□氏は新規就農で兼業農家となります。農作業につきましては、本

人と奥様、同居のご両親で従事されます。作物につきましては譲渡人

が作付けされていました米・野菜を引き続き作付けされ、技術につい

ては、○○氏、そして経験豊富な親族、知人から習得される予定でご

ざいます。以上です。

事務局の説明が終わりました。質疑を行います。

質疑を終結します。質疑を終結し採決いたします。

ご異議ありませんか。

( 異議なしの声あり )

異議がありませんので、原案のとおり決定いたしました。

続いて１６番の説明をお願いします。

１６番についてご説明いたします。申請地、八女市本字下松本２５

８７番、登記・現況ともに田、面積８４㎡ 外７筆 合計面積１，１

２７．３４㎡ 。この土地を八女市川犬の○○氏から社会福祉法人○

○へ４年間の賃借権設定の申請です。

農地の権利移動につきましては、不許可の例外規定としまして、農

地法施行令第２条第１項ハの規定により、教育、医療または社会福祉

事業を行うことを目的として設立された法人がその権利を取得しよう
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とする農地を当該目的に係る業務の運営に必要な施設の用に供すると

認められる場合は、農地の権利を取得できるとされております。今回

の申請につきましては、施設利用者の就労・実習等のための農場とし

て利用されるとのことです。また定款・謄本において利用者が自立し

た生活を地域社会において営むことができるよう支援することを法人

の目的としてあり、業務の運営に必要と認められますので、不許可の

例外として農地の権利取得が可能でございます。以上です。

事務局の説明が終わりました。質疑を行います。

質疑を終結します。質疑を終結し採決いたします。

ご異議ありませんか。

( 異議なしの声あり )

異議がありませんので、原案のとおり決定いたしました。

続いて１７番については農業委員の１６番古賀則夫委員は、八女市

農業委員会会議規則第１１条の議事参与の制限に抵触する事案であり

ますので、席を下げていただきますようお願いいたします。

それでは事務局より説明をお願いいたします。

１７番についてご説明いたします。申請地、黒木町北木屋字赤坂３

６２９番地７、登記・現況ともに畑、面積１１９６㎡他１４筆、合計

面積５５９５㎡。譲渡人、黒木町本分の○○氏から親族にあたる譲受

人、黒木町北木屋の○○氏への貸付による１０年間の使用貸借権設定

の申請でございます。以上です。

事務局の説明が終わりました。質疑を行います。

質疑を終結します。質疑を終結し採決いたします。

ご異議ありませんか。

( 異議なしの声あり )

異議がありませんので、原案のとおり決定いたしました。

古賀則夫委員は元の席にお戻りください。

３２ページをお願いします。
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議案第 ２１号 農業経営基盤強化促進法の規定による農用地利用

集積計画の決定の処理について説明をお願いします。

本案件は、八女市農業地利用集積計画について八女市長から本委員

会に決定を求められているものでございます。今回は所有権移転の案

件が３件ございます。

番号１番八女市黒木町笠原一ノ花７７１番地、登記・現況ともに畑、

面積６９０㎡他１筆、合計面積２４５６㎡。こちらを黒木町笠原○○

氏より黒木町笠原の○○氏へ売買により所有権移転するものです。

番号２番八女市立花町山﨑字鶯１６０６番地２、登記・現況ともに

畑、面積３０３５㎡他２筆、合計面積９４８０㎡。こちらを立花町山

崎○○氏より立花町山崎の○○氏へ売買により所有権移転するもので

す。

番号３番八女市星野村字川添４４９８番地１２、登記・現況ともに

畑、面積６２５㎡。こちらを星野村○○氏より星野村○○氏へ売買に

より所有権移転するものです。以上でございます。

事務局の説明が終わりました。質疑を行います。

質疑を終結します。質疑を終結し採決いたします。

ご異議ありませんか。

（ 異議なしの声あり ）

異議がありませんので、原案のとおり決定いたしました。

３３ページをお願いします。

報告第７号 農地法施行規則第２９条の規定による報告について説

明をお願いします。

１番について説明いたします。申請地の場所は、西日本短期大学付

属高等学校より南東へ２００ｍほど進んだ農地になります。申請人は

八女市亀甲の○○氏、申請地は、亀甲字東原３７９番、登記現況とも

田、面積９９㎡ 他１筆 合計面積１１３１㎡のうち１８０㎡を農業

用倉庫用地として利用されます。

農業倉庫につきましては、９０平方メートの鉄骨造倉庫です。倉庫

には、農業用機械を格納されます。
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隣接農地の同意はあります。以上で説明を終わります。

事務局の説明が終わりました。質疑を行います。

質疑を終結します。本案件は、農業委員会に報告するものでありま

すので質疑に留め審議を終わります。

３４ページをお願いします。

議案第２２号 農地法第４条の規定による許可申請書の処理につい

て番号１番の説明、現地調査の報告をお願いします。

１番について説明いたします。申請地は、黒木町大淵地区にありま

す、げんき館おおぶちから北西に７００ｍの位置にある農地です。

農地の区分は、第１種農地、第３種農地のいずれの要件にも該当し

ない第２種農地と判断します。

申請人は黒木町大淵の○○氏です。申請地は黒木町大淵字寄ノ平４

９９５番１、登記は田、現況は畑、面積７３２㎡他３筆、合計面積２，

２２７㎡です。

これまで、茶を栽培されてこられましたが、山間部の農地であり、

耕作不便であることから、杉を植林したいということで申請をされて

います。３月２４日に現地調査を行った結果、排水は自然流下及び地

下浸透で、問題ないと確認しております。以上です。

事務局の説明が終わりました。質疑を行います。

質疑を終結します。質疑を終結し採決いたします。

ご異議ありませんか。

（ 異議なしの声あり ）

異議がありませんので、この案件は許可相当と意見をまとめ県知事

に進克いたします。続いて、番号２番の説明、現地調査の報告をお願

いします。

２番について説明いたします。申請地は、黒木地区にあります、ア

スタラビスタ黒木店から北に２００ｍ進んだ位置にある農地です。

農地の区分は、１番と同じで第２種農地と判断します。

申請人は黒木町本分の○○氏です。申請地は黒木町本分字タブノ木１
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２８６番２、登記・現況ともに田、面積５７２㎡です。

これまで、野菜を栽培されてこられましたが、経営されている建設

業の事業所を自宅敷地へ移転されたことに伴い、自社用駐車場が必要

となったこと、また農業用倉庫を新築するということで申請をされて

います。

令和４年の１月にすでに自社用駐車場とされています。始末書につ

いて提出がありましたので読み上げます。

始末書「申請地につきましては、これまで野菜を栽培してきました

が令和 4 年 1 月に自社用駐車場としておりました。農地として適切な

管理を行わず造成したことについてお詫び申し上げます。農地法の認

識が薄く、この行為が農地法における不正着工にあたるということで

関係各位に多大なご迷惑をおかけしたことを深く反省し、謹んで深く

お詫び申し上げますのでよろしくお伝えくださるようお願いいたしま

す。」以上です。

３月２９日に現地調査を行った結果、排水は南東方向へ流れ、南側

の側溝へ排水される計画で、問題ないと確認しております。

以上です。

事務局の説明と現地調査の報告が終わりました。質疑を行います。

質疑を終結します。質疑を終結し採決いたします。

ご異議ありませんか。

( 異議なしの声あり )

異議がありませんので、本案件は許可相当と意見をまとめ県知事に

進達いたします。３５ページをお願いします。

議案第２３号 農地法第５条の規定による許可申請書の処理につい

て番号１番の説明、現地調査の報告をお願いします。

１番について説明いたします。申請地は、八女市本町にあります八

女観光物産館ときめきから東へ２００メートルほど進んだ農地です。

農地の区分は、都市計画法第８条第１項第１号に規定する用途地域が
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定められた農地であり、第３種農地と判断します。

申請地は八女市本町字道免２番９０、登記、現況ともに田、面積は

１６８㎡、他１筆、合計面積９８１㎡です。

この土地を古賀市舞の里の○○氏が、共同住宅用地として利用する

ための申請です。隣接する農地の同意はあり、水利の承諾もとれてい

ます。

３月２４日に現地確認担当農業委員、推進委員及び事務局で現地確

認を行った結果、生活雑排水は公共下水道で処理され、雨水は北側水

路に排水される計画です。特段問題はないと確認しております。

ご審議のほどよろしくお願いします。

事務局の説明と現地調査の報告が終わりました。質疑を行います。

質疑を終結します。質疑を終結し採決いたします。

ご異議ありませんか。

（ 異議なしの声あり ）

異議がありませんので、本案件は許可相当と意見をまとめ県知事に

進達いたします。続いて番号２番の説明、現地調査の報告をお願い

します。

２番についてご説明いたします。申請地は、八女市納楚にあります

国道４４２号線の寺田交差点から西へ２００メートルほど進んだ農地

です。

農地の区分は、第３種農地と判断します。内容は１番と同じです。

申請地は八女市納楚字船底５０６番１、登記現況ともに田、面積１５

０８平方メートル、外１筆、合計面積２３３１㎡です。

この土地を八女市納楚の○○氏が八女市納楚の○○氏から使用貸借で

譲り受けられて共同住宅用地として利用するための申請です。隣接す

る農地の同意はあり、水利の承諾もとれています。

３月２４日に現地確認担当農業委員、推進委員及び事務局で現地確認

を行った結果、生活雑排水は公共下水道で処理されます。雨水は南側

水路に排水される計画です。特段問題はないと確認しております。

ご審議のほどよろしくお願いします。
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事務局の説明と現地調査の報告が終わりました。質疑を行います。

質疑を終結します。質疑を終結し採決いたします。

ご異議ありませんか。

（ 異議なしの声あり ）

異議がありませんので、本案件は許可相当と意見をまとめ県知事に

進達いたします。続いて番号３番の説明、現地調査の報告をお願い

します。

３番についてご説明いたします。申請地は、八女市本にありますミ

ニストップ八女本店より道路を挟んで東側に接した農地になりま

す。

農地の区分は、宅地化の状況からみて市街化が見込まれる区域内に

ある農地であって、第２種農地と判断します。

申請地は八女市本字廿三１３０９番１、登記現況ともに田、面積８

５平方メートル、 他１筆。合計面積１４６２㎡です。

この土地を筑後市大字徳久の〇〇株式会社が八女郡広川町大字吉常

の○○氏から譲り受けられて貸倉庫用地として利用するための申請

です。隣接する農地の同意はあり、水利の承諾もとれています。

３月２４日に現地確認担当農業委員、推進委員及び事務局で現地確

認を行った結果、生活雑排水は合併浄化槽で処理され南側水路に排

水され、雨水は南側、西側水路に排水される計画です。

特段問題はないと確認しております。

ご審議のほどよろしくお願いします。

事務局の説明と現地調査の報告が終わりました。質疑を行います。

質疑を終結します。質疑を終結し採決いたします。

ご異議ありませんか。

（ 異議なしの声あり ）

異議がありませんので、本案件は許可相当と意見をまとめ県知事に
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事務局

議 長

事務局

進達いたします。続いて番号４番の説明、現地調査の報告をお願いし

ます。

４番についてご説明いたします。申請地は、八女市龍ケ原にありま

す主要地方道佐賀八女線の龍ケ原交差点から南西へ１００メートルほ

ど進んだ農地になります。

農地の区分は、第２種農地と判断します。内容は３番と同じです。

申請地は八女市龍ケ原字緑野２５６番１７、登記、現況とも畑、面

積１０９７平方メートルです。

この土地を久留米市南１丁目の株式会社〇〇が八女市龍ケ原の○○

氏から譲り受けられまして、特定建築条件付売買予定地として利用す

るための申請です。隣接する農地の同意はあり、水利の承諾もとれて

います。

３月２４日に現地確認担当農業委員、推進委員及び事務局で現地確

認を行った結果、生活雑排水は公共下水道に排水され、雨水は南側側

溝に排水される計画です。

特段問題はないと確認しております。

ご審議のほどよろしくお願いします。

事務局の説明と現地調査の報告が終わりました。質疑を行います。

質疑を終結します。質疑を終結し採決いたします。

ご異議ありませんか。

（ 異議なしの声あり ）

異議がありませんので、本案件は許可相当と意見をまとめ県知事に

進達いたします。続いて番号５番の説明、現地調査の報告をお願いし

ます。

はい、５番についてご説明いたします。申請地は、八女市龍ケ原に

ありますファミリーマート八女龍ケ原店より北西へ４００メートル

ほど進んだ農地です。

農地の区分は、第２種農地と判断します。内容は３番と同じです。

申請地は八女市龍ケ原字若草 160 番、登記、現況ともに畑、面積は
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議 長

事務局

１９５５平方メートルです

この土地を八女市龍ケ原の株式会社〇〇が、八女市龍ケ原の○○氏

から譲り受けられまして、資材置場及びモデル住宅用地として利用

するための申請です。隣接する農地の同意はあり、水利の承諾もと

れています。

３月２４日に現地確認担当農業委員、推進委員及び事務局で現地確

認を行った結果、生活雑排水は発生しません。雨水は申請地内を切

り下げ、西側に南北の暗渠を配し、集水桝を３か所設置し排水され

る計画です。

特段問題はないと確認しております。

ご審議のほどよろしくお願いします。

事務局の説明と現地調査の報告が終わりました。質疑を行います。

質疑を終結します。質疑を終結し採決いたします。

ご異議ありませんか。

（ 異議なしの声あり ）

異議がありませんので、本案件は許可相当と意見をまとめ県知事に

進達いたします。続いて番号６番の説明、現地調査の報告をお願いし

ます。

はい、６番についてご説明いたします。申請地は、八女市室岡にあ

ります八女市岡山保育園より南へ２００メートルほど進んだ農地で

す。

農地の区分は、第２種農地と判断します。内容は３番と同じです。

申請地は八女市室岡字山ノ上１０５２番２、登記、現況ともに畑、

面積は３９３平方メートルです

この土地を八女市室岡の〇〇氏が、八女市室岡の○○氏から譲り受

けられまして、専用住宅用地として利用するための申請です。隣接す

る農地の同意はあり、水利の承諾もとれています。

３月２４日に現地確認担当農業委員、推進委員及び事務局で現地確

認を行った結果、生活雑排水は公共下水道で処理され、雨水は西側側
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議 長

事務局

溝に排水される計画です。

特段問題はないと確認しております。

ご審議のほどよろしくお願いします

事務局の説明と現地調査の報告が終わりました。質疑を行います。

質疑を終結します。質疑を終結し採決いたします。

ご異議ありませんか。

（ 異議なしの声あり ）

異議がありませんので、本案件は許可相当と意見をまとめ県知事に

進達いたします。続いて番号７番の説明、現地調査の報告をお願いし

ます。

７番について説明いたします。場所は上陽地区大字上横山、県道田

主丸黒木線から、満治・西獄線に入り北に１５０メートルほど進んだ

先の進行方向に向かって左手側に位置する農地になります。

農地の区分は、第１種農地及び第３種農地のいずれにも該当しない

農地であり、第２種農地と判断します。

申請地は上陽町上横山字満治１４９２番１ 登記現況ともに田、面

積９８１㎡他４筆、合計面積４，９０５㎡です。この土地を八女市龍

ケ原の株式会社〇〇が、八女市龍ケ原の〇〇氏から貸借され、農業用

土木残土再生用資材置場及び改良土製造施設、プラント設置、改良土

置場として利用するための申請です。こちらについては土木工事等で

発生した残土等を再利用するための設備となります。

隣接する農地の同意はあり、水利の承諾はとれています。

また、この申請地は八女市農業振興地域整備促進協議会で審議され、

八女市が農振除外を決定後、今回の申請に至るものです。

３月２９日に現地調査を行った結果、雨水排水は、沈殿槽を設置し、

西側用水路に排水される予定です。また、沈殿槽については定期的に

点検等を行い、適切に処理するとのことです。

排水に関して特段問題ないと確認しております。

以上よろしくお願いいたします。
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議 長

事務局

議 長

事務局の説明と現地調査の報告が終わりました。質疑を行います。

質疑を終結します。質疑を終結し採決いたします。

ご異議ありませんか。

（ 異議なしの声あり ）

異議がありませんので、本案件は許可相当と意見をまとめ県知事に

進達いたします。続いて番号８番の説明、現地調査の報告をお願いし

ます。

８番についてご説明いたします。場所は上陽地区大字北川内、県道

八女香春線から市道大門口柴尾線を進みまして、１５０メートルほど

東へ進んだところの農地であります。

農地の区分は、第１種農地及び第３種農地のいずれにも該当しない

農地であり、第２種農地と判断します。

申請地は上陽町北川内字大門口３２番１ 登記は畑、現況は田、面

積１４７４㎡ほか５筆 合計面積２，９８０㎡です。この土地を八女

市上陽町北川内の株式会社○○が、八女市本村の〇〇氏から購入され、

研修施設用地として利用するための申請です。隣接する農地の同意は

あり、水利の承諾はとれています。

また、この申請地は、八女市農業振興地域整備促進協議会で審議さ

れ、八女市が農振除外を決定後、今回の申請に至るものです。

３月２９日に現地調査を行った結果、生活雑排水については合併浄

化槽により処理され、雨水とともに北側水路へ排水される計画となっ

ております。

排水に関して特段問題ないと確認しております。

以上よろしくお願いいたします。

事務局の説明と現地調査の報告が終わりました。質疑を行います。

質疑を終結します。質疑を終結し採決いたします。

ご異議ありませんか。

（ 異議なしの声あり ）
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事務局

議 長

議 長

農業委員

１９番

議 長

異議がありませんので、本案件は許可相当と意見をまとめ県知事に進

達いたします。続いて番号９番の説明、現地調査の報告をお願いしま

す。

９番についてご説明いたします。申請地の場所は、黒木町湯辺田地

区の国道４４２号線沿いにあります介護老人保健施設 回寿苑から南

に８０ｍの位置にある農地です。

農地の区分は、第１種農地及び第３種農地のいずれにも該当しない

農地であり、第２種農地と判断します。

申請地は黒木町湯辺田字浦畑８７番５、登記、現況ともに田、面積

は３５０㎡です。この土地を黒木町湯辺田の〇〇氏が、黒木町湯辺田

の○○氏から購入され、専用住宅用地として利用するための申請です。

隣接する農地の同意はあり、水利委員の承諾はとれています。

３月２９日に現地調査を行った結果、生活雑排水は合併処理浄化槽

で処理された後、雨水とともに西方向の既存側溝へ排水されます。

排水に関して特段問題ないと確認しております。

以上よろしくお願いいたします。

事務局の説明と現地調査の報告が終わりました。質疑を行います。

質疑を終結します。質疑を終結し採決いたします。

ご異議ありませんか。

はい、農業委員１９番

あの、この件について、確認しておきたいのが区長さんと水利委員さ

んの許可をもらったと言われていますけど、この土地の関係者には確

認しなくてもいいようになっているのですか。

水利委員さんもあまり農業に関係ないし、区長さんも農業したことな

いしそういう水利等の関係が分からないと思います。そんな人たちが

勝手に印鑑を押して、関係者にはなんの連絡もない。そういった所を

農業委員会の方で、関係者からも承諾をもらってきたかどうかの確認

をしてあるのか知りたいです。

地元の最適化推進委員さんと農業委員さんは行った？
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農業委員

１９番

議 長

事務局

農業委員

１９番

事務局

農業委員

１９番

農業委員

２１番

行きました。でも勝手に水路をとりつけてありました。今までは違

う水路だったのに。

それは説明させます。

説明させていただきます。

勝手に変えてとりつけるという事は良くない。元の位置につけるな

らばいいという事で、一応了解しているのですけど、勝手に舗装道路

に切り込みを入れてありました。なので、それは迷惑と私が止めまし

た。水が漏れてくるので。それに補助金貰ってつけようとしているの

ですよ。３件分生活排水をそれに流しているのですよ。その水路は、

ほ場整備でできた水路なのです。今までなかったのです。その田んぼ

の水が流されるというのは、ほ場整備がかかってないのです。なので、

ほ場整備があったときには、農林事務所がこれは違法になるからダメ

といったみたいです。そこに流すのは。勝手に流したらダメだと止め

たのです。元のとおりに流してくれと。だから、一筆、元のように流

すということで、承諾したのですけど。そういう資料を、農業委員会

は関係者からもらってあるのですか。

ご説明させていただきます。今回は、現地調査の日に当初の排水計

画が周辺の農地に影響があると判断されましたので、排水路について

再度、地権者さんと申請者さんに協議を行って頂いて、計画を変更し

て修正していただいたものです。水利の承諾については、区長さんか

らいただいておりまして、当然、家を建てられる際は、申請者の方か

らご相談なり承諾を得ていただけるものと思っております。農業委員

会事務局としては、代表して水利委員の承諾を頂いているところです。

以上です。

でしょ、だから農業委員会も水利委員さんと印鑑を貰ってあるなら、

関係者からも承諾してあるものと思って許可するのです。だからもう

一個、関係者の承諾をつけないといけないのではないかと思って。

ちょっと関連で、
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議 長

農業委員

２１番

議 長

農業委員

１９番

議 長

はいどうぞ。

この件はね、昨年から区長代表総会で私の意見を農業委員会（事務

局）に述べています。というのは水利の関係が基本的には、なにも明

記がされてない、だれが何をするのかと明記されてない。だからこう

いう問題がでてくるわけです。

ですから、早急に農業委員会としては、整理するべきだと思います

し、今の案件は非常に分かりやすいですから、一つの例としてみなさ

んに知らせることが必要ではないかなと思っておりますのでその辺分

かりやすく整理をしていただければありがたいと思っております。

はい、一回議事を中断しますけど、農業委員１９番、この案件につ

いてはこのまま審議を続けてもいいですか。

勝手に変えて、生活水をこっちに流す、あったかい水をこっちに流

す、それなら元のようにしてほしいといったら、黒木の農業委員会（事

務局）が元のように流しますと回答した。それならいいよといったの

に、一言も相談に来ない。

わかりました。関係地域の農業委員さんと推進委員さんと調整を図

り、それからきちんと整理をしたうえで、この案件は審議を行います

けども担当事務局としても、議事の整理をおこなうように指導します。

よろしいでしょうか。

一応この案件を整理したうえで、ただいま２１番が言われた案件に

ついては行政と協議しながら慎重に審議を進めていきたいと思いま

す。

番号９番について、ただいま説明がございましたけれど、他にござ

いますか。

質疑を終結します。質疑を終結し採決いたします。ご異議ありませ

んか。

( 異議なしの声あり )

では異議がありませんので、本案件を許可相当と意見をまとめ県知事

に進達いたします。
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事務局

議 長

事務局

３８ページをお願いします。議案第２４号 農地法第３条第１項に係

る標準処理期間の設定について事務局より説明をお願いします。

ご説明いたします。行政手続法第６条において、行政庁は申請に対す

るまでに通常要すべき標準的な期間である標準処理期間を定めるよう

努めることとされております。

また、農林水産省経営局長通知の「農地法関係事務処理要領」におい

て、農業委員会が行う農地法第３条許可事務については、標準的な事

務処理期間は４週間とするとされていることから、それに合わせて八

女市農業委員会においても同様に４週間にあたる２８日を標準処理期

間に設定したいと提案するものでございます。

審議方よろしくお願いいたします。

ただいま事務局の説明が終わりました。この案件について、説明、ど

なたかご質疑ございますか。質疑を終結します。質疑を終結し採決を

いたします。ご異議ありませんか。

( 異議なしの声あり )

異議ありませんので原案のとおり決定いたしました。

３９ページをお願いいたします

議案第２５号 令和５年度最適化活動の目標の設定等について、事務

局より説明をお願いします。

別添資料「令和 5年度最適化活動の目標の設定等（案）」をご覧く

ださい。

ご説明いたします。農業委員会は、農業委員会等に関する法律第６

条第２項の規程により農地の集積、遊休農地の解消、新規参入の促進

といった農地等の利用の最適化の推進に係る活動を実施することとさ

れており、その活動の透明性を確保するため、法第３７条の規定によ

り、農地等の最適化の推進の状況その他農業委員会における事務の実

施状況について公表しなければならないとされております。

１ページは、令和 5年４月１日時点の農業委員会の状況についてで
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事務局 す。

農家・農地等の概要は、注釈にも記載がありますとおり直近２０２

０年に実施された農林業センサスや令和 4 年耕地及び作付面積統計等

のデータを基に記入しております。また農業委員会調べ（令和 5年 4

月 1 日時点）につきましては八女市に聞き取り調査の上、記載してい

ます。

総農家数 3,614 戸、基幹的農業従事者数 4,093 人、認定農業者数

676 経営体となっております。

耕地面積につきましては令和４年耕地及び作付面積統計に基づき記

載しており、田 2,450ha、畑 3,950ha、計 6,390ha です。

次に２ページ、最適化活動の成果目標についてです。

農地の集積について、令和 4年度当初示していました集積面積は

2,789ha でしたが、八女市で作成しております人・農地プランに位置付

けられた担い手への集積面積は 2,312ha でありましたのでこちらに修

正しております。現状は 4 年度の新規集積面積は 139.6ha となってお

り管内の農地面積 6,390ha に対して、これまでの集積面積が 2,452ha、

集積率は 38.4％となっております。農地の集積の目標は、福岡県の農

業経営基盤の強化の促進に関する基本方針にて、令和１０年度までに

集積率 80％と示されており、その数値に合わせて設定をしております。

今年度の新規集積目標については、昨年度も 76ha を目標面積と設定し

ていましたが、今年度も引き続きを 76ha 目標に設定しております。最

終的な集積の目標は 80％ですが、まずは達成可能な目標を設定しなけ

ればならないため少なくとも過去 5年間の平均くらいは集積を進めて

いきたいと考えております。

遊休農地の解消について、農地パトロールにおいて把握している面

積につきましては 413ha です。うち緑区分につきましては 20ha となっ

ております。目標については、緑区分の遊休農地の解消目標として注

釈記載のとおり令和 4 年度の利用状況調査における緑区分の面積の５

分の１の面積 4ha を目標に設定しております。

黄区分につきましては、393ha となっており、黄区分の遊休農地の解

消のための工程表の策定方針については、記載のとおり引き続き市・

農地バンク等連携のもと、基盤整備の実施方法等について検討してま

いります。
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議 長

３ページ、新規参入の促進について、現状については記載のとおり

です。目標については、過去３年度分の権利移動面積の平均の１割

23.3ha を設定しております。（現在 33.9ha 公表）

続いて最適化活動の活動目標についてです。

推進委員等が最適化活動を行う日数目標は月 8日で設定しておりま

す。

これは月 8 日間、丸一日最適化活動を行いなさいというものではな

く、何分であっても活動した日活動した日として集計し活動記録をつ

けてください。

現在、八女市農業委員会においては農業委員も担当区域を持ち現場

活動を行っておりますが、本来は最適化活動いわゆる現場活動を担う

のは農地利用最適化推進委員の仕事であり主として推進委員の皆様に

活動していただくところです。その際、農業委員はその最適化活動の

実施状況を把握したうえで推進委員に対して必要な支援を行うことと

されていることから、こちらには農業委員も最適化活動を行う実数と

して挙げさせていただいております。

活動強化月間の設定目標は年４回、8月から 10 月にかけての農地パ

トロール月間、また 3 月の利用権設定に合わせたヤミ小作の解消強化

を考えています。農地パトロールにおいて、遊休農地の把握や解消も

必要ですが、優良農地は次の世代に残していかなければなりません。

そのような守るべき農地の洗い出しを最適化活動で行っていきたいと

考えています。

新規参入相談会への参加目標は１回 1 名で設定しております。具体

的な相談会への参加については未定ですが、開催について情報収集し

委員とともに事務局も参加したいと考えております。

以上が令和 5年度最適化活動の目標の設定等についてです。

事務局の説明が終わりました。質疑を行います。

質疑を終結します。質疑を終結し採決をいたします。ご異議ありま

せんか。

(異議なしの声あり)

異議がありませんので、原案のとおり決定いたしました。
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以上で議案の審議は全部終了いたしました。

これをもって、本日の会議を終了いたします。

大変お疲れさまでございました。

（ 閉会宣言 ３時 ２０分）


